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白鷹町長選挙・町議会議員補欠選挙の結果②

「食と農村交流施設」を整備します④

国民年金からのお知らせ⑥

映画「エレファント」上映会と

おすぎのシネマトークショー⑧

スウィングガールズ列車⑩
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白鷹エネルギーまつり開催
10月24日、パワーセンター白鷹ほかで「白鷹エネルギーまつり」が開催されました。（詳細は15ページ） 
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白
鷹
町
長
選
挙

橋
本
光
記
氏
�無

競
争
�
再
選
�
�
�

�

10
月
25
日
任
期
満
了
�
白
鷹
町
�
町
長
選
挙
�
�
10
月
12
日
�
告
示
�
�
�
現
職
�

橋
本
町
長
以
外
�
立
候
補
者
�
�
�
�
橋
本
町
長
�
無
競
争
当
選
�
決
�
�
�
�
�
�

２
期
目
に
向
け
て

白
鷹
町
長�

橋

本

光

記

　

10
月
26
日
を
も
っ
て
２
期
目
の

白
鷹
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
選
挙
に
お
い
て
当
選

の
栄
を
得
ま
し
た
こ
と
、
皆
々
様

の
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申

白
鷹
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
�

関
千
鶴
子
氏
�

ご
あ
い
さ
つ

白
鷹
町
議
会
議
員　

関
�

千

鶴

子

�

町
議
会
議
員
�
補
欠
選
挙
�
�
即
日
開
票
�
結
果
�
新
人
�
無

所
属
�
関
千
鶴
子
氏
�
46
歳
�
鮎
貝
�
�
�
�
�
�
票
�
獲
得
�
�

元
町
議
会
議
員
�
無
所
属
�
赤
間
隆
文
氏
�
55
歳
�
高
玉
�
�
破

�
�
当
選
�
果
�
�
�
�
�
�

�

投
票
率
�
55
�
28
�
�
�
過
去
10
年
間
�
白
鷹
町
�
行
�
�
�

選
挙
�
中
�
最
�
低
�
投
票
率
�
�
�
�
�
�
�

　

皆
様
方
の
お
力
に
よ
り
当
選
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
女
性

の
視
点
で
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く

り
を
一
生
懸
命
考
え
て
い
く
所
存

で
す
。
常
に
皆
様
方
の
お
声
を
聞

き
、
英
知
を
お
貸
し
い
た
だ
き
な

が
ら
誠
心
誠
意
努
力
い
た
し
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

し
上
げ
ま
す
。
今
、
地
方
自
治
体

を
取
り
巻
く
環
境
は
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
厳
し
い

状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
未
来
を
見

通
し
、
町
民
皆
様
の
最
大
多
数
の

最
大
幸
福
と
い
う
大
き
な
目
標
に

向
か
い
、
皆
様
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
も
と
に
、
た
ゆ
ま
な
い

着
実
な
前
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
民
皆
様
の
一
層
の
ご
指
導
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

職員の祝福を受け初登庁
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投票区別投票率

投票区 地域名 当日有権者数
投票者数 投票率（％）

男 女 計 男 女 計

１ 東　高　玉 553 188 191 379 69.12 67.97 68.54

２ 西  高  玉 429 120 127 247 56.34 58.80 57.58

３ 西 横 田 尻 575 139 149 288 51.10 49.17 50.09

４ 東 横 田 尻 487 146 168 314 60.08 68.85 64.48

５ 山　　　口 793 208 211 419 52.39 53.28 52.84

６ 鮎貝（投票所／こぶしの家）　　 917 245 289 534 56.71 59.59 58.23

７ 鮎貝（投票所／鮎貝地区公民館） 1,238 334 371 705 55.85 57.97 56.95

８ 高　　　岡 299 104 103 207 69.80 68.67 69.23

９ 深　　　山 271 88 90 178 63.31 68.18 65.68

10 黒　　　鴨 69 30 25 55 85.71 73.53 79.71

11 荒砥市街部 2,022 381 500 881 41.46 45.33 43.57

12 貝生・海生 540 139 136 275 53.67 48.40 50.93

13 菖　　　蒲 205 75 77 152 70.09 78.57 74.15

14 下山・佐野原 296 69 81 150 49.64 51.59 50.68

15 大瀬・平田 57 23 25 48 85.19 83.33 84.21

16 十　　　王 1,051 249 246 495 48.44 45.81 47.10

17 折　　　居 149 57 62 119 80.28 79.49 79.87

18 滝野（折居除く） 188 65 60 125 67.01 65.93 66.49

19 萩　　　野 496 142 149 291 57.49 59.84 58.67

20 中　　　山 388 106 113 219 54.64 58.25 56.44

21 針　　　生 49 20 22 42 86.96 84.62 85.71

22 浅　　　立 687 158 172 330 47.16 48.86 48.03

23 広　　　野 415 115 123 238 54.50 60.29 57.35

24 小  山  沢 557 148 188 336 56.27 63.95 60.32

25 町　　　下 646 165 179 344 52.88 53.59 53.25

26 杉　　　沢 208 65 74 139 65.00 68.52 66.83

計 13,585 3,579 3,931 7,510 54.49 56.02 55.28

町議会議員補欠選挙開票結果
当選　関千鶴子（無所属・新人）　5,017票

　　　赤間隆文（無所属・元職）　2,270票

当日有権者数　男 6,568人　女 7,017人　計 13,585人
投票者総数　　男 3,579人　女 3,931人　計　7,510人
有効投票数　　　7,287票
無効投票数　　　　223票
投票率　　    男 54.49％　女 56.02％　計 55.28％

明るい選挙推進協議会では、「明るい選挙啓発標語」の募集を行いました。最優秀作品、優秀作品をご紹
介します。
　最優秀作品「この一票　未来の町を　つくるカギ」　　東中学校１年　　安部奈津美さん

　優秀作品　「一票で　自分がつくる　町づくり」　　　荒砥小学校６年　上田　夏美さん

　　　　　　「投票は　みんなの未来を　つくること」　東中学校１年　　奥山　美里さん
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農
村
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
最
優
秀
賞
受
賞
�
�
�

　

平
成
14
年
度
、
白
鷹
町
は
農
村

ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

町
内
各
地
域
が
特
色
と
伝
統
を
生

か
し
、
良
い
形
で
の
地
域
間
競
争

が
活
発
に
行
わ
れ
、
そ
こ
に
暮
ら

す
地
区
民
の
自
主
的
活
動
に
よ
り
、

自
然
・
歴
史
・
風
土
を
基
盤
に
、

ゆ
と
り
と
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
に
満

ち
た
居
住
快
適
性
が
保
全
・
形
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

成
果
で
す
。
こ
の
受
賞
を
新
た
な

出
発
点
と
し
て
、
快
適
な
農
業
農

村
の
原
風
景
の
伝
承
・
町
文
化
の

振
興
や
都
市
と
農
山
村
の
共
生
・

交
流
促
進
に
向
け
、
各
地
区
で
の

活
動
が
さ
ら
に
活
発
に
な
っ
て
い

ま
す
。

観
光
�
�
�
�
�
化

　

「
春
サ
ク
ラ
。
夏
は
ベ
ニ
バ
ナ
、

秋
は
ア
ユ
。
冬
は
隠
れ
蕎
麦
屋
の

し
ら
た
か
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
全

国
に
誇
れ
る
地
域
資
源
（
自
然
景

観
・
伝
統
文
化
）
を
活
用
し
、
人

と
人
と
が
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、

四
季
折
々
の
新
た
な
魅
力
を
生
み

出
し
て
い
こ
う
と
、
観
光
４
シ
ー

ズ
ン
化
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

観
光
と
地
域
づ
く
り
と
が
一
体
と

な
り
、
そ
こ
で
は
地
域
で
活
躍
す

る
人
び
と
が
主
役
と
な
り
、
あ
り

の
ま
ま
の
白
鷹
を
町
内
外
に
発
信

し
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
が
「
地
域

づ
く
り
型
観
光
」
と
な
っ
て
い
き

ま
す
。

交
流
人
口
�
増
加
�
向
�
�

　

農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
受
賞
の
要
因
と
な
っ
た

各
地
域
や
各
グ
ル
ー
プ
の
主
体
的

な
取
り
組
み
の
「
活
動
発
表
の
ス

テ
ー
ジ
」
と
し
て
、
ま
た
地
域
の

力
・
伝
統
を
見
つ
め
、
特
色
を
生

か
し
た
「
経
済
活
動
の
ス
テ
ー
ジ
」

と
し
て
、
今
年
度
、「
自
然
・
文
化

を
生
か
し
地
域
が
輝
く
町
」
の
象

徴
と
し
て
の
「
食
と
農
村
交
流
施

設
」
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
施
設
を
情
報
拠
点
・

交
流
拠
点
と
し
て
活
用
し
、
観
光

４
シ
ー
ズ
ン
化
施
策
と
結
び
つ
い

た
観
光
農
業
や
農
業
体
験
、
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
取
り

組
み
な
が
ら
交
流
人
口
の
増
加
を

図
り
ま
す
。

産
業
�
総
合
化
�
向
�
�

　

農
林
業
（
第
一
次
産
業
）
と
商

工
業
（
第
二
次
産
業
）
の
連
携
は
、

新
た
な
産
業
創
出
や
特
産
品
開
発

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域

に
根
付
い
た
農
業
や
食
文
化
と
観

光
業
（
第
三
次
産
業
）
と
が
連
携

し
、
白
鷹
に
あ
っ
て
他
に
は
な
い

「
い
い
物
」
を
提
供
し
な
が
ら
、

訪
れ
る
た
び
に
違
っ
た
表
情
を
見

せ
る
魅
力
あ
る
白
鷹
を
タ
イ
ム
リ

ー
に
伝
え
る
こ
と
で
、
交
流
人
口

は
増
え
、
経
済
効
果
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
産
業

の
総
合
化
に
よ
る
相
乗
効
果
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
に
付
加
価

値
を
つ
け
町
全
体
の
産
業
発
展
に

む
す
び
つ
け
な
が
ら
町
民
所
得
の

向
上
を
図
る
施
設
と
し
て
「
食
と

農
村
交
流
施
設
」
を
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

〝
交
流
人
口
の
増
加
〞と〝
産
業
の
総
合
化
〞に
向
け
て

問い合わせ
農林課農業振興係
☎85－6126

「
食
と
農
村
交
流
施
設
」を
整
備
し
ま
す
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 ●設置場所と開設時期
　国道287号沿い、土里夢館（町下分館）南側に「食と農村交流施設」を設置します。今月より造成　工事

を行い、平成17年４月の開設を目指します。

 ●産直コーナーと特産品コーナー、インフォメーションコーナーを設置します。
　施設内には、少量多品目を生産する白鷹町の農業に適した販売環境となる産直コーナーと、白鷹町の特産

　品コーナーを設置します。安全・安心・新鮮農産物、有機農産物等付加価値農産物の販売、さらには地場

　農産物を使った加工品の販売を行い、「食」に関連した「食の産業」の振興と地産地消を推進していくとと

　もに、産業活性化を図ります。また、インフォメーションコーナーを設置し、農産物の生産情報や栽培情

　報、食文化の提案発信を行うとともに、農村アメニティコンクール最優秀賞受賞の要因となった各地区で

　の取り組みを紹介しながら、交流促進・地域活性化を図ります。

 ●イチゴもぎ取り体験施設を整備します。
　「食と農村交流施設」の隣接地に、「収穫したその場で食べる」というような安全・安心・新鮮を消費者に

　アピールする作物としてイチゴを栽培し、消費者にもぎとりを体験していただく施設を整備します。この

　施設の活用により、冬季間の就農やイベントが可能となり、交流人口の増加が実現できます。また、施設

　利用型農業の最大の利点でもある「少ない土地で収益を確保できる」という魅力を新規就農希望者等に発

　信することにより、町農業の抱える産地化、後継者育成、持続的発展などの諸課題解決を図ります。

 ●施設の整備と運営
　交流人口の増加、産業活性化、地域活性化、産業の総合化に向けた施設の整備については町が行い、管理

　運営は経営責任の明確化を図りながら「民」の活力により行う、公設民営方式により事業を展開していき

　ます。

 ●出品者を募集しています。
　施設に設置する産直コーナーへの出品者を募集しています。町民の皆さんが大切に育てた農産物や農産　

　加工品、あるいは手づくり民芸品などをぜひ出品してください。

食と農村交流施設
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国
民
年
金

�
�
�
�
知
�
�

知
�
�
�
�
�
�
�
年
金
制
度
�
基
本

公
的
年
金
制
度
�目

的
�
機
能

　

公
的
年
金
制
度
は
、
一
生
に
わ

た
っ
て
年
金
を
支
給
し
、
長
い
老

後
の
生
活
の
基
盤
を
支
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
、「
世
代
と
世
代
の
支

え
合
い
」
で
成
り
立
っ
て
お
り
、

若
い
世
代
が
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
よ
り
お
年
寄
り
の
世
代
を
支

え
、
自
分
が
年
を
と
っ
た
と
き
に

そ
の
と
き
の
若
い
世
代
に
支
え
て

も
ら
う
と
い
う
「
世
代
間
扶
養
」

の
し
く
み
に
基
づ
い
た
制
度
で
す
。

　

つ
ま
り
、
個
人
だ
け
で
親
へ
仕

送
り
を
続
け
る
の
は
大
変
な
の
で
、

社
会
全
体
で
考
え
る
仕
送
り
の
し

く
み
で
す
。
個
人
の
力
を
持
ち
よ

っ
て
、
社
会
全
体
で
お
互
い
の
安

心
と
幸
せ
を
支
え
合
っ
て
い
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
�
�
�
�

　

公
的
年
金
制
度
は
、
国
民
年
金

・
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
の

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

　

す
べ
て
の
国
民
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
さ

ら
に
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

に
も
加
入
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
加
入

者
に
対
し
、
基
礎
年
金
と
い
う
基

礎
的
な
年
金
給
付
を
行
い
、
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
は
、
基
礎

年
金
に
上
乗
せ
し
て
給
与
に
比
例

し
た
年
金
を
支
給
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
基
礎
年
金
を
ベ
ー
ス
に
２
階

建
て
の
年
金
制
度
に
な
っ
て
い
ま

す
。

国民年金基金 厚生年金基金 職域年金部分

厚生年金 共済年金

国民年金
（基礎年金）

自営業者・学生等
第１号被保険者

会社員 公務員等 第２号被保険者
に扶養されてい
る妻（夫）
第３号被保険者

第２号被保険者

〈
１
階
〉…
基
礎
年
金（
国
民
年
金
）

　
　
　
　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

　
　
　
　

す
べ
て
の
人
が
加
入
し

　
　
　
　

ま
す
。
各
年
金
制
度
に

　
　
　
　

共
通
の
基
礎
年
金
と
な

　
　
　
　

る
国
民
年
金
で
す
。

〈
２
階
〉…
厚
生
年
金
・
共
済
組
合

（
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
ま
た
は

共
済
組
合
の
両
方
に
加
入
）

　
　
　
　

職
場
を
通
し
て
加
入
す

　
　
　
　

る
年
金
で
す
。
年
金
額

　
　
　
　

も
基
礎
年
金
に
上
乗
せ

　
　
　
　

さ
れ
ま
す
。

〈
３
階
〉…
国
民
年
金
の
第
１
号
被

　
　
　
　

保
険
者
だ
け
が
希
望
し

　
　
　
　

て
加
入
で
き
る
国
民
年

　
　
　
　

金
基
金
や
、
企
業
な
ど

　
　
　
　

が
独
自
に
実
施
し
て
い

　
　
　
　

る
厚
生
年
金
基
金
な
ど

　
　
　
　

が
あ
り
ま
す
。
共
済
組

　
　
　
　

合
の
独
自
年
金
と
し
て

　
　
　
　

職
域
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
国
民

が
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
長
い

間
厚
生
年
金
を
か
け
た
か
ら
と
い

っ
て
会
社
を
退
職
後
、
国
民
年
金

に
加
入
し
な
い
と
、
基
礎
年
金
が

満
額
（
79
万
４
５
０
０
円
）
も
ら

え
な
く
な
り
ま
す
。
１
カ
月
で
も

未
加
入
期
間
や
未
納
期
間
が
あ
る

と
減
額
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
も

し
も
の
と
き
に
、
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
が
も
ら
え
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
支
え
る

現
役
世
代
が
少
な
く
な
る
の
で

「
年
金
が
危
な
い
」
と
い
う
不
安

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
も
し
公
的
年
金
制
度
が
な
か

っ
た
場
合
、
年
金
保
険
料
を
支
払

う
代
り
に
、
親
へ
仕
送
り
す
る
と

し
た
ら
、
一
家
族
あ
た
り
の
子
ど

も
が
少
な
く
な
れ
ば
、
子
ど
も
一

人
あ
た
り
の
親
へ
の
仕
送
り
額
を

増
や
す
か
、
親
が
仕
送
り
を
少
し

が
ま
ん
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

は
ず
で
す
。
子
ど
も
が
ま
っ
た
く

仕
送
り
を
し
な
い
と
か
、
親
が
ま

っ
た
く
仕
送
り
を
受
け
ら
れ
な
い

と
い
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
は

ず
で
す
。

　

公
的
年
金
で
も
同
じ
こ
と
。
親

子
間
で
の
調
整
と
同
じ
こ
と
を
き

ち
ん
と
行
っ
て
い
れ
ば
制
度
が
つ

ぶ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

５
年
に
一
度
改
正
を
行
い
、
変

化
す
る
社
会
情
勢
に
対
応
す
る
よ

う
安
定
し
た
年
金
財
政
の
運
営
を

図
る
た
め
に
見
直
し
が
行
わ
れ
て

〈１階〉

〈３階〉

〈２階〉



　　 広報しらたか　2004.11.12●7

平成16年度『移動年金相談日』

　　　〈相談日〉　11月24日（水）　　平成17年１月26日（水）
　　　　　　　　12月15日（水）　　　　　　２月23日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３月16日（水）
　　　　　　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分　　

　　　　　　　　　　　　午後１時～１時30分

　　　　　　●開始時刻　午前10時～、午後１時～

　　　　　　●場　　所　中央公民館　第１・２研修室（２階）

　　　　　　●内　　容　年金のことならなんでも

　　　　　　■主　　催　米沢社会保険事務所（☎0238－22－4220）

国民年金に関するお問い合わせは

町民課戸籍年金係（☎85－6129）まで

い
ま
す
。

　

「
周
り
の
人
は
保
険
料
を
納
め

て
い
な
い
か
ら
」
と
か
「
自
分
が

年
を
と
る
こ
ろ
に
は
破
綻
す
る
」

な
ど
と
い
う
噂
に
振
り
回
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
着
実
に
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、

年
を
と
っ
た
と
き
、
万
一
の
と
き
、

本
当
に
後
悔
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

払
�
保
険
料
�
�
�
受
�
取

�
年
金
�
少
�
�
�
�
�
�

　

国
民
年
金
は
「
世
代
間
扶
養
」

の
し
く
み
を
取
っ
て
い
る
た
め
、

損
得
で
考
え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
平
均
的
に
長
生
き
す
れ

ば
、
支
払
っ
た
保
険
料
よ
り
生
涯

受
け
取
る
年
金
額
の
合
計
の
方
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

明日のあなたを考えて
11月は国民年金制度推進月間

年金はあなたが主人公です。

あなたのための「年金」

20歳以上60歳未満のすべての国民が加入者です。

学生の皆さんも強制加入となっています。

みんな加入者です

長い間働いて年金に加入し現在年金を受給して

いる人、今、年金に加入している人、これから

就職し年金に加入しようとしている人、役割は

それぞれ違っても、主人公はあなた自身です。
年金は世代と世代の支え合い

年金制度は、世代と世代を結ぶかけ橋として、今後ます
ます重要な役割を担うことになります。
あなた自身のことだから考えてみませんか。

公的年金が安心ある生活を支えます

「豊かな老後、安心のある老後をおくりたい…」だれも
が望むこうした老後生活の備えとして基本なるものが公
的年金制度です。
わたしたち一人ひとりが年金を身近で大切なものとして
考え、年金制度をわたしたちの老後を支えるものとして
見つめてみませんか。
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白
鷹
学
講
座�

�
�
�
�

映
画「
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
」上
映
会
と

お
す
ぎ
の
シ
ネ
マ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

▼いつ　12月３日（金）午後６時45分～（午後６時15分開場）　終了予定９時10分

　　　　12月４日（土）午後１時30分～（午後１時開場）　　　終了予定４時

▼会場　パワーセンター白鷹　

▼チケット（前売券）

　　　　３日　全席大人券1200円　

　　　　４日　親子券1300円（中高生と親）、中高生券300円、大人券1200円

▼チケット取り扱い

　　　　教育委員会（午前８時30分～午後５時　土・日・祝日除く　月曜日のみ夜７時まで）

　　　　中央公民館（午前８時30分～夜10時　土・日・祝日可　11月21日を除く）

　　　　町立図書館（午前８時30分～午後５時　月曜日・11月21日を除く）

　　　　各地区公民館（午前８時30分～午後５時　日曜日除く）

　　　　パワーセンター白鷹　　

▼参加対象及び定員

　　　　３日：一般 200人、４日：中高生親子及び一般 200人

「エレファント」は、1994年4月アメリカ・コロラド州で起きた高校生の銃
乱射事件がテーマになっています。この映画のために、ロケ地オレゴン州ポ
ートランドで集められた一般の子どもたちにより、高校生たちの平凡な毎日
と、それとは裏腹な心の不安定さがドキュメンタリ風に映し出されています。
誰もが知るクライマックスに到達するまでの、登場人物たちのいつもと変わ
らぬ一日を淡々と描写し、時間軸を何度も交差させながら、ひたすら子ども
たちを見つめることに徹しています。そして監督は「なぜ？」という素朴な
疑問を、観客に、少年たちに、そして自分自身に問い続けるのです。さて、
「エレファント（象）」という不思議なタイトルの由来は何なのでしょう。実
は二つあって、「居間にいる象」ということわざの、同じ部屋にいる象を見て
見ぬ振りをする、つまり大きな問題を抱えている物事ほど、みんな無視して
しまうという教訓。もう一つは、盲目の男たちがそれぞれ触って、それが何
かを当てようとするが結局みんながばらばらのことを言って全体像が見えて
こないという仏教のお話。悲しく残酷な事件がテーマなのに、高校生たちの
ピュアな感性が伝わってくる映画です。

おすぎさん推奨！「エレファント」
史上初！ 2003年カンヌ国際映画祭パルム・ドールと監督賞Ｗ賞受賞作品

●主催　白鷹学企画委員会・白鷹町教育委員会

●後援　白鷹町ＰＴＡ連絡協議会・白鷹町ＰＴＡ連絡協議会母親代表の会・（財）白鷹町アルカディア財団

■問い合わせ　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）
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広報直通便から

皆さんから届いた

お便りをご紹介します。

�
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�
�
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�
�

�
�
�
名
称
�
�
�
�

�

東
根
地
区
�
東
陽
�
�
�
�
前

�
国
道
�
�
�
�
春
�
�
�
�
�

�
花
�
花
壇
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
年
�
重
�
�
家
庭
�
主
婦
�

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�

�
疑
問
�
思
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
��
花
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
看

板
�
�
�
自
然
豊
�
�
白
鷹
町
�

�
�
�
�
田
舎
�
�
誇
�
�
白
鷹

町
�
道
路
�
�
�
�
�
�
文
字
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
花
�
道

�
�
花
�
�
�
�
�
道
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
意
味
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
知
識
�
�

�
者
�
�
西
山
�
紅
葉
�
田
園
�

�
�
�
�
�
�
�
文
字
�
看
板
�

不
思
議
�
�
�

菅�

弘
子
�
�
�
畔
藤
�

�
答
�
�
�
�

　

常
日
頃
、
道
路
・
河
川
・
公
園

な
ど
の
環
境
美
化
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
」

に
つ
い
て
は
、
国
道
２
８
７
号
の

畔
藤
地
区
沿
線
を
主
体
と
し
て
、

道
路
周
辺
の
環
境
整
備
を
目
的
に

整
備
（
平
成
６
年
）
し
た
も
の
で
、

カ
タ
カ
ナ
で
は
あ
り
ま
す
が
「
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
」
と
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

「
ア
ダ
プ
ト
」
は
英
語
で
「
養

子
に
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
町

民
や
企
業
団
体
が
里
親
と
な
っ
て

道
路
や
河
川
、
公
園
な
ど
の
世
話

（
清
掃
や
植
栽
の
管
理
な
ど
の
環

境
美
化
）
を
担
っ
て
も
ら
う
も
の

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し

て
、
平
成
10
年
ご
ろ
か
ら
全
国
的

に
こ
の
名
称
に
よ
り
取
り
組
み
が

は
じ
ま
り
、
県
内
に
お
い
て
も
約

１
４
４
団
体
（
９
１
０
０
人
）
の

か
た
が
た
が
参
加
し
活
動
し
て
い

ま
す
。
町
内
の
河
川
で
も
河
川
ア

ダ
プ
ト
の
看
板
が
設
置
さ
れ
、
河

川
美
化
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、「
わ
か
り
や
す
い
」
行
政
用

語
の
使
い
方
も
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
よ
り
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
用
語
使
い
に
心
が
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
建
設
水
道
課
管
理
用
地
係
）

●

中
央
公
民
館
�
外
灯
及
�
休

館
日
�
�
�
�

�

時
�
�
夜
�
�
�
夕
方
�
中
央

公
民
館
�
行
�
�
�
�
�
�
�
�

玄
関
及
�
駐
車
場
�
外
灯
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
危
険
�
時
�

�
�
�
�
�
雨
�
日
�
特
�
危
険

�
�
�
階
段
�
�
�
�
時
�
�
�

�
�
�
節
電
�
�
�
�
�
�
�
�

町
民
�
危
険
防
止
�
最
�
必
要
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
夕
方

�
�
�
�
�
外
灯
�
必
�
�
�
�

�
�
�
�
�
特
�
老
人
�
危
�
�

�
�
�

�

�
�
�
祝
日
及
�
日
曜
日
�
休

館
日
�
�
�
�
�
�
�
�
�
日
曜
�

祝
日
�
図
書
館
利
用
�
最
�
多
�

�
�
�
�
�
�
�
�
町
民
�
�
�

�
施
設
�
変
�
�
�
�
�
�
�
町

民
�
�
�
�
職
員
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
匿
名
希
望
�

�
答
�
�
�
�

　

中
央
公
民
館
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

玄
関
な
ど
の
外
灯
は
つ
け
る
よ

う
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
電
球
が

切
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
づ
き
の
際

は
お
教
え
し
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
ま
た
、
日
暮
れ
が
早
く
な
り

ま
し
た
の
で
、
雨
の
時
な
ど
見
え

に
く
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
か
ら
冬
に

な
り
ま
す
と
特
に
玄
関
な
ど
が
す

べ
り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

中
央
公
民
館
の
休
館
日
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
月
１
回
で
す
。

そ
れ
以
外
の
日
曜
、
祝
日
は
開
館

し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
中
央
公
民
館
の
休
館
日

・
毎
月
第
３
日
曜
日

・
年
末
年
始

　

図
書
館
の
休
館
日
は
次
の
と
お

り
で
す
。
た
だ
し
、
図
書
の
返
却

に
つ
い
て
は
、
中
央
公
民
館
の
開

館
時
間
内
は
玄
関
脇
に
返
却
箱
を

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
図
書
館
の
休
館
日

・
中
央
公
民
館
の
休
館
日

・
第
３
月
曜
日
以
外
の
月
曜
日

（
教
育
委
員
会
）
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お弁当をつまみ食いしたり、
みんなで田んぼに落ちたシーンに登場する
フラワー長井線に乗って
映画と同じ世界を体感しよう。

スウィングガールズ
列車 予約制 赤湯 荒砥

約１時間

フラワー長井線でしか見られない
「メーキングストーリー」を上映 !!

ロケ地ならではの、
特別映像が満載♪

ビデオ上映用モニターを４機設置し、映画では見ることのできないメイキン
グストーリーを上映します。また、「おきたま応援隊」のメンバーが添乗員と
してロケ中のエピソードや地元ならではのおいしい置賜の情報を紹介します。

「あの」動物に会える♪
スウィングガールズ列車には、映
画に登場した「あの」いのししが登
場！一緒に記念撮影などいかが？

「あの」弁当が食べられる　「ガールズ弁当」登場！
大事件を巻き起こしてしまった、
「あの」高級弁当が食べられます。
価格：1,000円（税込み）予約制
＊スウィングガールズ列車の申し込みの際
　に、オプションとして申し込みください。

運行期間　12月26日まで   
　　　　　＊土日・祝のみ運行　＊1日2往復
料　　金　往復　大人2,000円　中高生1,500円　小学生以下1,000円
　　　　　片道　大人1,000円　中高生　800円　小学生以下　500円
添 乗 員　おきたま応援隊のスタッフが添乗します。
＊定員に満たない場合は、当日でもご乗車いただけます。

受付・お問い合わせ／山形鉄道株式会社（☎88－2002）
（平日：9:00～17:00）

これからの運行日程

11月
13日、14日、20日、21日、
23日、27日、28日

12月
4日、5日、11日、12日、18日、
19日、23日、25日、26日

時　刻

Ａ列車 Ｂ列車

赤湯駅発 11：02
（荒砥着11:52）

13：28
（荒砥着14:24）

荒砥駅発
8：48

（赤湯着9:38）
12：13

（赤湯着13:08）

特　

別　

賞

学
校
名

学
年

氏　
　

名

題　
　
　

名

生
涯
教
育
推

進
本
部
長
賞

荒
砥
小

６

岩
崎
礼
菜

ジ
�
�
ク
に
学
ん
だ
こ
と

教
育
長
賞

東　

中

２

小
形
結
花
�
た
�
た
ひ
と
つ
の
た
か

ら
も
の
�
を
読
ん
で

教
育
長
賞

荒
砥
高

３

菅
原
由
衣

与
え
ら
れ
た
条
件
の
ま
ま
に

図
書
館
長
賞

鷹
山
小

１

齋
藤　

恵

な
�
と
う
は　

す
ご
い

図
書
館
長
賞

中
山
小

２

大
滝
磨
奈

ざ
�
そ
う
の
ひ
み
つ　

見

つ
け
た

図
書
館
長
賞

鷹
山
小

４

梅
津
沙
織
�
花
の
オ
ル
ガ
ン
�
を
読
ん
で

図
書
館
長
賞

荒
砥
小

５

小
形
聡
美
�
さ
よ
な
ら
ク
�
ク
�
�
を

読
ん
で

第
36
回
読
書
感
想
文
及
�

生
活
文
�
�
�
�
�
入
選
者

入　

選

◎
小
学
校

１
年
…
樋
口
大
和（
鮎
貝
）、
梅
津

　
　
　

香
穂
（
東
根
）

２
年
…
馬
場
遥（
荒
砥
）、
山
本
仰

　
　
　

（
荒
砥
）

３
年
…
長
岡
ひ
か
る（
蚕
桑
）、
赤

　
　
　

間
南
姫（
鮎
貝
）、
佐
竹
伸

　
　
　

子（
荒
砥
）、
梅
津
か
な
え

　
　
　

（
荒
砥
）

４
年
…
小
林
静
花（
蚕
桑
）、
宍
戸

　
　
　

祥
恵（
鮎
貝
）、
小
関
万
里

　
　
　

絵（
荒
砥
）、岡
野
陸（
東
根
）

５
年
…
横
山
莉
菜（
鷹
山
）

６
年
…
岡
部
花
帆（
荒
砥
）、
紺
野

　
　
　

凌（
鷹
山
）、佐
藤
真
未（
東

　
　
　

根
）

◎
中
学
校

１
年
…
新
野
良
香（
東
中
）

２
年
…
奥
山
藍（
西
中
）

３
年
…
小
川
大
樹（
東
中
）

◎
荒
砥
高
等
学
校

２
年
…
齋
藤
千
里

３
年
…
小
熊
沙
弥
香
、
大
沼
淳
美

　
　
　

小
口
和
香
奈
、

◎
一
般

山
口
み
つ（
鮎
貝
）

奥
山
清
子（
荒
砥
）
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学
校
名

学
年

氏　
　

名

題　
　
　
　

名

荒
砥
小

１

安
部　

貴
洸
�
お
お
き
な
木
が
ほ
し
い
�
を
読
ん
で

荒
砥
小

３

斉
藤　

駿
介
�
や
あ
！
出
会
え
た
ね
ダ
ン
ゴ
ム
シ
�

を
読
ん
で

鷹
山
小

４

小
関
香
寿
美
�
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
�
を
読
ん
で

鮎
貝
小

４

横
澤　

杏
奈
�
み
え
な
い
�
て
ど
ん
な
こ
と
？
�
を

読
ん
で

荒
砥
小

５

芳
賀　

拓
人

ラ
イ
ア
ン
に
学
ん
だ
こ
と

荒
砥
小

６

髙
橋　

奈
緒

命
の
重
さ

東
根
小

６

吉
田　

詩
織

２
つ
の
救
出
に
み
る
�
ま
ご
こ
ろ
�

西　

中

２

高
木　
　

彩
�
ベ
ル
ナ
の
し
�
ぽ
�
を
読
ん
で

西　

中

２

大
滝
さ
お
り

食
べ
物
と
自
然
の
秘
密

西
置
賜
地
区

読
書
感
想
文
�
�
�
�
�
入
選
者

平
成
16
年
度
防
火
�
�
�

�
�
�
�
�
�
入
選
者

主
催
／
西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部

▼
小
学
校
３
・
４
年
の
部

入
選
…
長
谷
部
諒（
蚕
桑
）、
菅

原
保
奈
美（
荒
砥
）、
衣
袋
晋
作

（
荒
砥
）

▼
小
学
校
５
・
６
年
の
部

最
優
秀
…
菅
原
桃
子（
荒
砥
）

優
秀
…
奥
山
貴
晶（
荒
砥
）、

大
滝
雄
介（
荒
砥
）、
安
部
里
香

（
中
山
）

入
選
…
小
嶋
愛（
鮎
貝
）、
神
居

幸
恵（
鮎
貝
）、
伊
藤
和
貴
（
荒

砥
）、
紺
野
凌
（
鷹
山
）

（
町
内
入
選
者
の
み
）

＊
応
募
作
品
は
、
中
央
公
民
館

に
展
示
し
ま
す
。

▼
展
示
期
間　

　

11
月
６
日
�
土
�
�
14
日
�
日
�

●平成16年分賃耕料・小作料等支払明細書の提出について

賃耕料や小作料の支払いがあり、控除の対象とされるかたは、所得申告前に支払明細書を作成のうえ提出
くださいますようご協力をお願いします。
前年に提出されたかたには明細書をお送りしますが、新たに明細書が必要なかたは税務出納課に備えてあ
ります。また、蚕桑、鮎貝、十王、鷹山、東根地区については各地区公民館にも備えてありますので、ご
利用ください。

▼対象となる賃耕料・小作料

賃耕料…農作業の委託料です。（耕うん・代かき・育苗・田植え・稲刈りなど）
＊税務出納課へ事前に受委託料明細書を提出している機械利用組合、ライスセンター、カントリー組合、
育苗組合、農事組合法人などの利用者は提出不要です。
小作料…農地の賃借料です。

▼提出の方法　
１月７日（金）まで税務出納課に提出してください。税務署に直接申告されるかたは、申告のときに提出
していただいても結構です。

●農機共同利用組合、土地改良・水利組合、共同防除組合のかたへ

農機共同利用組合、土地改良・水利組合、共同防除組合などに加入のかたで、申告の際賦課金を控除の対
象とされるかたは、組合から事前に収支計算書、賦課金内訳書、受委託作業明細書などの書類の提出が必
要です。昨年まで提出いただいている組合には今年もお送りします。新たに提出される組合は、税務出納
課より用紙受領のうえ、提出してください。

■問い合わせ　税務出納課住民税係（☎85－6132）

農業所得を申告されるかたへのお知らせ
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　11月２日、ハーモニープラザを会場に鮎
貝堰土地改良区（小口祐一理事長）の教育
支援プログラム「田んぼの学校」の収穫感
謝祭が開催されました。鮎貝小の５、６年
生57人が参加し、農業体験で自分たちで田
植えから稲刈りまでした餅米で餅をつき、
納豆餅や雑煮にして味わいました。児童た
ちは何度もおかわりをし、収穫の秋を満喫
していました。

収
穫
�
秋
�
満
喫

�
田
�
�
�
学
校
�収
穫
感
謝
祭

　10月14日、山口地区の畑でだいこんの会
主催によるいも掘り体験が行われました。
これは、６月にこぐわ・あゆかい保育園の
園児と陽光学園、こぶしの家の皆さんで植
えたサツマイモを収穫したもので、大きく
実ったサツマイモに全員大喜び。無我夢中
でいもを掘りました。いも掘りの後は、陽
光学園の利用者のかたによる楽器の演奏や
園児たちの歌の発表会が行われ、盛んな拍
手が送られていました。

�
�
�
�
実
�
�
�

園
児
�
�
�
�
�
掘
�
体
験

　10月28日、畔藤排水機場において子ども
たちの絵の除幕式が行われました。これは、
農業に親しんでもらおうと諏訪堰土地改良
区（高橋恭平理事長）などが主催したもの。
展示された絵は、ひがしね保育園年長組の
園児と、東根小の５、６年生の児童の作品。
除幕式では子どもたちによるお披露目のほ
か、シンボルとなるポプラの苗木の記念植
樹や花壇とベンチの制作も行いました。

新
�
�
憩
�
�
�
�
�
�
�

排
水
機
場
�
壁
�
�
�
�
�
�
�
絵
�
掲
示

　10月23日、中央公民館において『「絆」
人
ひ と

間と人
ひ と

間との関わり合いの大切さを　今
あらためて問う』をテーマに白鷹町社会教
育振興大会が開催され、各表彰のほか、白
鷹町出身のコラムニスト田勢康弘さんを講
師にお迎えして記念講演が行われました。
また、白鷹町出身の作詞家・風戸強さん作
詞の「愛のコーラス」を東中生徒たちが合
唱。招待された風戸さんから大会に寄せて
のメッセージをいただきました。

社
会
教
育
�
大
切
�
�
�
�
�
�
�
考
�
�
�

平
成
16
年
度
白
鷹
町
社
会
教
育
振
興
大
会

　

町
で
は
、
11
月
２
日
、
姉
妹
都

市
の
新
潟
県
栃
尾
市
に
救
援
物
資

の
提
供
や
医
療
支
援
な
ど
を
行
う

た
め
、
保
健
師
ほ
か
計
11
人
を
派

遣
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
米
約
１
㌧
や
カ
ッ

プ
め
ん
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
な
ど

を
送
っ
た
ほ
か
、
栃
尾
市
か
ら
要

請
の
あ
っ
た
保
健
師
を
２
人
派
遣

し
ま
し
た
。
保
健
師
は
、
避
難
所

で
被
災
者
の
健
康
診
断
や
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
に
協
力
。
ま
た
、
町
商
工

会
の
協
力
で
、
市
内
の
建
物
の
状

態
を
調
べ
る
た
め
に
建
築
士
も
同

行
し
ま
し
た
。

新
潟
県
中
越
地
震
�
伴
�
姉

妹
都
市
�
栃
尾
市
�
職
員
�

派
遣
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◎
文
化
賞　
　
　

佐
藤
保
雄
さ
ん

（
教
育
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま

し
た
）

殿
岡　

亮
さ
ん

（
社
会
教
育
委
員
、
荒
砥
地
区
公

民
館
長
、
図
書
館
協
議
会
委
員
と

し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
）

関　

誠
三
さ
ん

（
体
育
指
導
委
員
、町
体
育
協
会

副
会
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
）

西
村
長
次
郎
さ
ん

（
体
育
指
導
委
員
と
し
て
尽
力
さ

れ
ま
し
た
）

伊
藤
正
弘
さ
ん

（
体
育
指
導
委
員
と
し
て
尽
力
さ

れ
ま
し
た
）

　10月29日から30日まで、中央公民館で第
34回白鷹町芸術祭が開催され、町民の作品
や日ごろ磨いた腕前が披露されました。白
鷹町芸術文化協会に所属する30団体のほか、
一般から募集した絵や写真、書道なども展
示されました。また、おんがく祭では、鷹
山、東根小学校や、東中学校と荒砥高等学
校吹奏学部の演奏があり、観客から大きな
拍手が送られました。

芸
術
�
秋

第
34
回
白
鷹
町
芸
術
祭

大会結果
第１位　荒砥Ａチーム　2時間30分30秒 

第２位　鮎貝チーム　　2時間31分45秒 

第３位　鷹山チーム　　2時間33分12秒 

第４位　蚕桑チーム　　2時間35分06秒 

第５位　十王チーム　　2時間44分16秒 

第６位　東根チーム　　2時間45分09秒 

第７位　荒砥Ｂチーム　2時間57分49秒 

町
誕
生
50
周
年
記
念
地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

荒
砥
�
�
�
�
�
�
年
連
続
24
回
目
�
優
勝
�

後
藤
惣
一
さ
ん

（
体
育
指
導
委
員
と
し
て
尽
力
さ

れ
ま
し
た
）

須
貝
弘
夫
さ
ん

（
体
育
指
導
委
員
と
し
て
尽
力
さ

れ
ま
し
た
）

◎
自
治
功
労
賞　
　

白
鷹
町
婦
人
会

（
女
性
の
地
位
及
び
公
共
の
福
祉

の
向
上
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や

地
域
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
）

安
達
久
藏
さ
ん

（
細
野
分
館
長
と
し
て
尽
力
さ
れ

ま
し
た
）

衣
袋
正
人
さ
ん

（
荒
砥
地
区
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
）

高
木
三
枝
子
さ
ん

（
十
王
地
区
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
）

須
藤
恒
雄
生
涯
教
育
推
進
基

金
表
彰
受
賞
者

　

蚕
桑
地
区
公
民
館
で
行
っ
て
い

る
文
化
祭
や
各
種
講
座
学
級
な
ど

の
活
動
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
た
び
山
形
県
公
民
館
連
絡
協
議

会
よ
り
優
良
公
民
館
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

蚕
桑
地
区
公
民
館
�

優
良
公
民
館
表
彰
受
賞

　

齋
藤
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り

社
会
教
育
委
員
と
し
て
地
域
の
社

会
教
育
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

斉
藤
幸
村
�
��
荒
砥
�
�

社
会
教
育
表
彰
受
賞

　

鮎
貝
地
区
で
は
、
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
１
０
０
０
日
を
目
指

鮎
貝
地
区
�
死
亡
事
故

�
�
�
�
�
�
日
�
達
成

し
、
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

鮎
貝
支
部
を
は
じ
め
、
長
井
地

区
交
通
安
全
協
会
と
交
通
安
全

母
の
会
の
各
鮎
貝
支
部
、
鮎
貝

地
区
公
民
館
が
連
携
し
、
住
民

ぐ
る
み
の
運
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
こ
の
約
２
年
９
カ
月
に

わ
た
る
運
動
が
評
価
さ
れ
、
交

通
安
全
県
民
大
会
で
、
町
交
通

安
全
対
策
協
議
会
鮎
貝
支
部
が

交
通
安
全
功
労
団
体
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
荒
砥
駅
交
流
施
設
資
料
館
の
展
示
品
を
模
様
替
え
し
ま
し
た
…
「
十
王
焼
�
�
�
�
道
具
展
��
11
月
�
�
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元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21
心にゆとりのある元気な暮らし!!

今月のテーマ

心にゆとりをもって暮らすには、自分の時間を持つことが大切
です。たとえば、仕事と趣味を両立していたり、夫婦で一緒の
時間を過ごしたりして楽しんでいる暮らしです。

仕事と趣味（サンシャイントライアル）を充実させている！小関清喜さん（十王）にインタビュー！

質 問 ①　趣味を楽しむ「きっかけ…動機」は何でしたか？

小関さん　元々バイクや車が好きだったのですが、30歳のころ、仕事が終わ

　　　　　ってから、50ccのバイクで曲漆から山道（獣道）を走り、荻を経由

　　　　　して、真っ暗な中無事家にたどり着いた時の達成感とバイクトラ

　　　　　イアルのビデオやサントラに出場した伊藤あつし選手に感動した

　　　　　のがきっかけでした。

質 問 ②　仕事と趣味を両立するには、いろいろ大変なこともあったと思い

　　　　　ますが、続けてこられたのはどうしてでしょう？

小関さん　会社の協力と仲間の支えが大きかったと思います。大会を運営す

　　　　　るには、たくさんの人の協力が必要なので苦労も多いのですが、

　　　　　仲間の顔を見るとホッとします。トライアルは困難や危険に挑戦

　　　　　する競技なので、仲間がいないとチャレンジは難しい。だから、

　　　　　仲間の存在がありがたいのです。サントラを始めた頃は子供も小

　　　　　さく趣味に没頭できる時間も取りやすかったのですが、今は仕事

　　　　　や地域のこと、子育て等を調整しながら時間をつくっているので、

　　　　　以前より少なくなっています。

質 問 ③　「健康づくり」のために、何か気をつけていることはありますか？

小関さん　犬の散歩をしていた時は大変体調が良かったので、今もできるだ
　　　　　け早起きをし、朝食前に家の仕事をするなど体を動かすようにし

　　　　　ています。人間ドックも毎年受けています。

質 問 ④　「タバコ」は吸いますか？

小関さん　４年前に「タバコ」はやめました。のどが痛くて医者に行ったら、

　　　　　「タバコをやめる方法」のパンフレットを渡されたので、休むつ

　　　　　もりで残っていた「タバコ」を吸いきって、休みに入り今に至っ

　　　　　ています。

心もいきいきと暮らすために、心にゆとりをもち元気に

楽しく生活できる暮しを目指して !!!

●趣味や運動を楽しむ活動に参加しましょう。
●毎年、健診を受け健康管理をしましょう。
●公共施設の禁煙を推進しましょう。

募集しま～す！

＊楽しみや生きがいのある元気な暮らしをしている

　お年寄りのかた

＊心豊かに元気に育っている子どもたち

そんな元気ニコニコのかたの情報を募集しています。
自薦、他薦は問いません。

健康福祉課健康推進係（☎86－0210）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ15年　　　  Ｈ22年（目標値）
趣味や生涯学習など、好きなことを楽しんでいる　52.3％　　    →　70.0％
公共施設の禁煙の取り組み　　　 　実施している施設　→　公共施設は
　　　　　　　　　　　　　　　　（保育園小学校など）10カ所　　すべて禁煙（100％）

こんなふうに変えていこう

心もいきいき働き盛りの健康づくり

そのためには、どうすればよいのでしょう !?

〈トライアルにチャレンジしている小関さん〉

タバコを吸わないから大丈夫かな？

タバコの先からでる「副流煙」に有害
物質が何倍も含まれています。
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10
月
24
日
、「
も
し
今
、
電
気
が

止
ま
っ
た
ら
あ
な
た
は
ど
う
し
ま

す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
「
白
鷹
エ

ネ
ル
ギ
ー
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
実
行
委

員
会
で
実
施
さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
多
数
の
町
内
企
業
か
ら
の

協
賛
金
を
い
た
だ
き
、
生
活
に
欠

か
せ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
、

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
、

そ
し
て
循
環
型
社
会
の
実
現
を
考

え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
社
敷
地
内
に
太
陽
光
と
風
車

の
発
電
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
て

い
る（
株
）ア
ム
ザ
ッ
ク
で
は
、
国

立
鶴
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
の
ソ

ー
ラ
ー
カ
ー
や
天
ぷ
ら
油
の
廃
油

を
再
利
用
し
た
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ

：

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
フ
ュ
ー
エ

ル
）
で
走
る
耕
う
ん
機
バ
ス
の
運

行
な
ど
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え

る
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

環
境
�
�
�
�

白
鷹
�
�
�
�
�
�
�
�
開
催

　

第
１
会
場
と
な
っ
た
パ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
白
鷹
で
は
、
山
形
県
の
産

業
ま
つ
り
に
も
出
展
さ
れ
た
水
力

発
電
シ
ス
テ
ム
や
、
や
わ
ら
か
な

暖
か
さ
で
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
展
示

の
ほ
か
、
親
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室

で
は
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
工
作
し
、

太
陽
光
で
走
ら
せ
て
楽
し
み
ま
し

た
。

　

ま
た
、
40
人
ほ
ど
が
３
班
に
分

か
れ
て
行
わ
れ
た
「
し
ら
た
か
的

エ
ネ
ル
ギ
ー
わ
〜
く
し
ょ
っ
ぷ
」

で
は
、
新
し
く
作
り
出
す
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
節
約
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

２
つ
の
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
提

案
を
掘
り
下
げ
整
理
し
、
次
の
よ

う
な
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

個
人
の
取
り
組
み
が
重
要
な
こ
と

▼
冷
蔵
庫
の
温
度
設
定
の
調
節
。

▼
不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
停
止
。

▼
電
気
が
い
ら
な
い
よ
う
に
早
寝

早
起
き
を
心
が
け
る
。

▼
晴
天
時
の
２
㌔
以
内
の
移
動
は

歩
く
。

▼
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
。

▼
買
い
物
は
近
く
の
店
で
。

▼
電
波
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
は

携
帯
電
話
の
電
源
を
切
る
。

家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
効
果
が
あ
が

る
こ
と

▼
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
控
え
て
外
で

遊
ぶ
。

▼
電
気
は
ま
め
に
消
す
。

▼
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
な
ど
、
待

機
電
気
を
や
め
る
。（
い
ず
れ
は
待

機
電
力
ゼ
ロ
の
町
に
）

▼
家
族
み
ん
な
で
同
じ
部
屋
で
の

団
ら
ん
。（
１
日
数
時
間
で
も
）

▼
ク
ー
ラ
ー
の
28
℃
設
定
。

▼
「
う
ち
わ
」
の
有
効
利
用
。

▼
省
エ
ネ
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
表

彰
す
る
。

▼
事
務
所
、
役
場
で
の
資
料
の
ペ

ー
パ
レ
ス
化
。

▼
薪
や
ペ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
暖
房

▼
松
喰
い
被
害
木
を
暖
房
用
に
。

▼
公
共
交
通
を
も
っ
と
利
用
す
る
。

（
回
数
も
増
や
す
）

▼
自
転
車
を
う
ま
く
利
用
す
る
。

▼
職
場
同
士
で
相
乗
り
す
る
。

▼
ア
イ
ド
リ
ン
グ
の
罰
則
を
設
け

る
。

▼
暑
さ
寒
さ
は
着
る
物
で
調
節
。

▼
冷
蔵
庫
に
詰
め
込
ま
な
い
。

▼
省
エ
ネ
製
品
の

購
入
。（
不
必
要
な

電
気
製
品
は
買
わ

な
い
）

▼
お
風
呂
は
時
間

を
ま
と
め
て
入
る
。

▼
お
風
呂
の
お
湯

は
太
陽
熱
で
温
め

る
。

▼
車
を
使
わ
な
い

日
や
テ
レ
ビ
を
見

な
い
日
を
つ
く
る
。

▼
自
家
用
車
、
テ

レ
ビ
な
ど
の
台
数

制
限
。

地
域
ぐ
る
み
の
活
動
で
効
果
が
あ

が
る
こ
と

▼
電
気
を
消
し
て
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
の
生
活
を
。

▼
耕
作
放
棄
地
利
用
で
Ｂ
Ｄ
Ｆ
づ

く
り
。

▼
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を
普
及
さ
せ
よ

う
。

▼
省
エ
ネ
の
ご
褒
美
は
地
域
通
貨

で
。

▼
水
力
発
電
装
置
の
設
置
。（
河
川

の
有
効
利
用
）

▼
堆
肥
の
熱
な
ど
バ
イ
オ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
。

▼
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
動
か
そ
う
。

行
政
や
企
業
な
ど
の
活
動
で
効
果

が
あ
が
る
こ
と

▼
残
業
を
し
な
い
で
す
む
よ
う
に

す
る
。

▼
食
料
品
の
容
器
が
再
利
用
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
の
開
発
。

▼
自
転
車
通
勤
に
も
手
当
を
支
給
。

　

ま
だ
ま
だ
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は

お
金
が
か
か
り
ま
す
。
あ
せ
ら
ず

ゆ
っ
く
り
、
楽
し
み
な
が
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
、
ま
た
、

家
族
で
協
力
し
あ
い
な
が
ら
貴
重

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
し
、
住
み

よ
い
町
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
を
確
認
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し
・
環
境
推
進
係

�
☎
85

－

６
１
３
１
�
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お
ら
ほ
の
食
材
生
産
者
訪
問

ス
イ
カ
生
産
者

片
倉
健
一
さ
ん（
鮎
貝
）

　

大
雨
が
続
い
た
連
休
明
け
に
、

よ
う
や
く
夏
の
恵
み
が
キ
ラ
キ
ラ

照
り
始
め
た
こ
の
日
、
白
鷹
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄ（
風
土
）恵
み
の
農
産
物
が
生

ま
れ
る
ス
イ
カ
畑
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。
数
日
前
の
大
雨
の
た
め
、

長
靴
を
は
い
て
い
ざ
！
白
鷹
町
ス

イ
カ
組
合
の
一
人
、
鮎
貝
の
片
倉

さ
ん
が
消
毒
作
業
を
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。「
お
忙
し
い
と
こ

ろ
す
い
ま
せ
〜
ん
！
」「
で
、
何

聞
き
た
い
の
？
」「
…
。
ス
イ
カ

の
こ
と
農
業
の
こ
と
な
ん
で
も
…
」

と
始
ま
っ
た
出
会
い
で
し
た
が
、

ス
イ
カ
と
白
鷹
町
の
自
然
、
農
業
、

教
育
と
話
は
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

い
っ
た
の
で
し
た
。
葉
山
か
ら
長

く
伸
び
た
、
山
吹
色
が
か
か
っ
た

お
て
ん
と
様
が
ま
ぶ
し
い
広
い
畑

の
中
。
な
ん
と
も
い
え
な
い
開
放

感
と
時
間
を
忘
れ
る
力
が
あ
り
ま

し
た
。「
百
姓
は
感
性
よ
」片
倉
さ

ん
が
言
っ
た
。ふ
む
ふ
む
。「
感
性
」

改
め
て
辞
書
を
引
く
。

感
性
＝
①
感
受
性
②
悟
性
と
並
ん
で
知
識
を

形
成
す
る
、
対
象
を
直
感
的
に
受
け
入
れ
る

能
力
。
直
感
の
能
力
。

悟
性
＝
物
事
を
判
断
し
、
考
え
る
能
力
。
思

考
力
。
知
性
。

　

ス
イ
カ
は
、
水
は
け
の
よ
い
土

地
で
あ
る
こ
と
と
日
照
時
間
が
大

事
な
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、

１
本
の
苗
か
ら
ツ
ル
を
４
、
５
本

出
し
て
２
個
収
穫
で
き
れ
ば
満
点

と
の
こ
と
。
肥
料
は
誰
が
使
っ
て

も
同
じ
だ
が
、
違
い
は「
土
」で
あ

る
と
断
言
し
て
い
ま
し
た
。「
そ
の

土
地
に
あ
っ
た
作
物
を
つ
く
る
の

が
い
い
」
地
産
地
消
や
旬
と
は
、

こ
こ
な
の
だ
。「
ス
イ
カ
は
言
葉
を

し
ゃ
べ
ら
な
い
。
し
か
し
、
毎
日

気
に
か
け
見
て
い
る
と
水
を
欲
し

が
っ
て
い
る
、
肥
料
を
欲
し
が
っ

て
い
る
、
と
い
う
の
が
わ
か
る
も

ん
よ
」
な
る
ほ
ど
、
こ
の
へ
ん
が

「
百
姓
は
感
性
」
な
の
か
な
。

　

最
後
に
、
白
鷹
町
の
子
ど
も
た

ち
へ
。「
昨
年
の
つ
な
が
り
か
ら
、

ま
た
今
年
食
べ
て
も
ら
え
る
こ
と

は
あ
り
が
た
い
こ
と
。
こ
れ
か
ら

大
人
に
な
る
人
に
食
べ
て
も
ら
え

る
こ
と
は
う
れ
し
い
な
。
本
当
に

う
ま
い
も
の
を
子
ど
も
の
こ
ろ
に

食
べ
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
。
白

鷹
町
は
農
作
物
を
つ
く
る
の
に
す

ば
ら
し
い
環
境
が
あ
る
。
い
い
土

で
い
い
も
の
が
つ
く
れ
る
。
大
事

に
し
て
白
鷹
の
食
を
守
っ
て
い
き

た
い
」

最
近
思
う
こ
と

　

日
本
の
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ

ー
ス
で
40
％
。
こ
こ
ま
で
低
い
自

給
率
の
先
進
国
は
な
い
ら
し
い
。

　

「
身
土
不
二
」。仏
教
用
語
で
体

と
土
は
同
じ
で
あ
る
、
の
意
味
だ
。

生
産
者
の
か
た
の
お
話
を
聞
く
た

び
に
、
こ
の
言
葉
が
よ
ぎ
る
の
で

す
。
消
費
者
は
何
を
買
い
続
け
る

べ
き
か
を
意
識
し
賢
く
な
ら
な
け

れ
ば
。
今
の
ま
ま
で
は
、
わ
た
し

た
ち
の
未
来
の
食
と
そ
れ
を
取
り

巻
く
日
本
人
の
風
景
は
い
っ
た
い

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
食
卓
に

い
る
子
ど
も
た
ち
の
風
景
は
…
。

　

生
活
習
慣
病
予
備
軍
は
、
と
う

と
う
子
ど
も
た
ち
に
ま
で
広
が
っ

て
き
た
。大
人
た
ち
は
、未
来
の
希

望
た
ち
に
食
を
軽
ん
じ
て
き
た
こ

と
を
懺ざ
ん
げ悔
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
何
か

ら
は
じ
め
れ
ば
い
い
の
か
。
課
題

は
山
積
み
だ
け
れ
ど
、ま
ず
は「
日

本
の〝
食
〞な
ん
か
変
」
を
気
づ
い

て
も
ら
う
こ
と
が
出
発
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

（
学
校
給
食
共
同
調
理
場　

栄
養
士　

山
口
）

盛
大
に
終
わ
っ
た
荒
高
祭

　

先
月
29
日
、
30
日
と
荒
高
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
当
日

の
１
週
間
前
か
ら
準
備
を
し
て
き

た
生
徒
た
ち
は
、
本
番
を
前
に
し

て
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
。

　

初
日
、
中
央
公
民
館
を
会
場
に

開
祭
式
が
行
わ
れ
、
荒
高
祭
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
ず
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全

校
生
徒
が
集
ま
り
ピ
ン
と
張
り
詰

め
た
空
気
に
、
み
ん
な
と
て
も
緊

張
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
１
年

生
か
ら
始
ま
り
最
後
は
３
年
生
。

さ
す
が
３
年
生
は
最
後
だ
け
あ
っ

て
３
ク
ラ
ス
と
も
す
ば
ら
し
い
合

唱
で
し
た
。

　

続
い
て
、
会
場
を
体
育
館
に

移
し
全
校
制
作
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
内
容
は
、
テ
ー
マ
で
あ
る

「flying colors

－
夢
を
か
か
げ

よ
う
－
」
を
基
に
大
き
な
旗
を
つ

く
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
各
ク
ラ
ス

に
下
絵
の
描
い
て
あ
る
布
を
渡
し
、

そ
の
絵
に
あ
わ
せ
て
色
布
を
貼
り

付
け
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

各
ク
ラ
ス
の
布
を
回
収
し
縫
い
合

わ
せ
、
一
つ
の
絵
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
一
般
公
開
の
日
で
、

小
学
生
や
中
学
生
、
親
子
連
れ
の

か
た
な
ど
が
来
校
し
、
と
て
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
自
転
車
小
屋

に
は
模
擬
店
も
あ
り
、
カ
レ
ー
、

キ
ム
チ
鍋
、
焼
き
そ
ば
な
ど
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
委
員
会
、

文
化
部
の
展
示
や
ク
ラ
ス
の
展
示
、

お
化
け
屋
敷
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
荒

高
祭
。
と
て
も
思
い
出
に
残
る
も

の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
生
徒
会
広
報
委
員
長　

金
田
雄
太
）

全校制作
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白
鷹
町
誕
生
50
周
年
記
念

健
康
�
�
�
�
�
知
�
�

　

楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
が
い
っ
ぱ

い
！
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

12
月
５
日
（
日
）

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ　

み
ん
な
で
つ
く
る
健

康
な
町
！
笑
顔
の
あ
る
、
ふ
れ
あ

い
の
あ
る
暮
し
を
大
切
に
し
よ
う

▼
内
容　

笑
顔
�
笑
い
と
健
康

「
落
語
」
を
楽
し
も
う

　
　
　

（
午
前
10
時
〜
昼
12
時
）

落
語
家　

立
川
笑
志
さ
ん
（
立
川

談
志
一
門
）

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
よ
う

「
健
康
づ
く
り
推
進
員　

健
康
食

展
示
・
試
食
・
売
店
コ
ー
ナ
ー
」

「
福
祉
施
設
売
店
コ
ー
ナ
ー
」

（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

　

温
か
い
そ
ば
、
健
康
食
、
新
鮮

食
材
、
作
業
訓
練
で
創
っ
た
紙
細

工
や
木
工
品
な
ど
多
数
準
備
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
売
り
切
れ

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
）

「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
」

・
高
齢
者
体
験
、
マ
イ
ク
ロ
ス
モ

　

ー
カ
ー
ラ
イ
ザ
ー

・
骨
密
度
測
定

・
歯
ぴ
か
隊
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン

　

グ
な
ど

　

自
分
発
見
メ
ニ
ュ
ー
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
し
ら
た
か
21
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
」

　

健
康
な
暮
ら
し
を
目
指
し
て
、

元
気
の
で
る
町
づ
く
り
を
提
案
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２
１
０
）

鷹
山
地
区
公
民
館

�
公
民
館
�
�
�
�

▼
い
つ　

11
月
14
日
（
日
）

催　し

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

鷹
山
地
区
公
民
館
ほ
か

▼
内
容　

・
ロ
ケ
ッ
ト
飛
ば
し
大
会

・「
太
郎
せ
ん
せ
と
わ
ら
し
っ
こ
」

　

鑑
賞
会

・
わ
た
あ
め
つ
く
り
体
験

・
ま
ぁ
・
ど
ん
な
会
コ
ー
ナ
ー

・
手
打
ち
そ
ば
処　

ほ
か

＊
ほ
か
の
地
区
の
か
た
も
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

鷹
山
地
区
公
民

館
（
☎
87

－

２
５
０
２
）

介
護
者
研
修
会
�
講
演
会
��

�
案
内

　

痴
呆
症
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
痴
呆
症
に
つ
い
て

関
心
の
あ
る
か
た
は
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

11
月
28
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
45
分

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
ホ
ー
ル

▼
内
容　

・
講
演
会
「
痴
呆
症
を
も
っ
と
知

ろ
う

－

早
期
発
見
、
上
手
な
対
応

を
め
ざ
し
て

－

」

・
講
師　

吉
川
順
先
生
（
精
神
科

医
師
）

▼
し
め
き
り　

11
月
22
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課
介
護
支
援
係
（
☎
86

－

０
１

１
２
）

環
境
講
演
会
�
�
案
内

　

家
庭
生
活
の
身
近
な
問
題
に
つ

い
て
の
お
話
で
す
。
一
緒
に
聞
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

11
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
公
民
館

▼
内
容　

「
環
境
に
や
さ
し
い
食

生
活
」

・
講
師　

屋
島
喜
久
子
さ
ん
（
山

形
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
対
象
者　

ど
な
た
で
も

▼
参
加
料　

無
料

▼
主
催　

白
鷹
町
婦
人
の
会

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

置
賜
地
域
男
女
共
同
参
画
講
座

▼
い
つ　

11
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

▼
内
容　

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
伊
佐
沢
小

学
校「
念
仏
踊
り
」・
十
日
町
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
テ
ン
デ
ー
ズ
「
ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏
」）

・
基
調
講
演
と
落
語
「
女（
ひ
と
）

と
男（
ひ
と
）い
い
関
係　

〜
共
に

支
え
明
る
い
社
会
を
め
ざ
し
て
〜
」

　

講
師　

林
家
染
丸
さ
ん（
落
語
家
）

・
置
賜
地
域
の
女
性
団
体
等
の
活

動
パ
ネ
ル
展
示

・
農
産
物
加
工
品
の
直
売
な
ど

▼
対
象　

ど
な
た
で
も

＊
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

＊
臨
時
託
児
所
を
設
置
し
ま
す
。

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

政
策
改

革
課
文
化
・
男
女
共
生
推
進
係（
☎

85

－

６
１
２
３
）　

平
成
16
年
度
地
域
�
�
�
�
�

�
�
連
携
広
域
学
習
事
業

�
�
�
�
講
座
�

　

社
会
人
一
般
を
対
象
に
実
際
の

事
例
・
体
験
を
提
供
し
、
一
緒
に

考
え
、
一
緒
に
実
践
す
る
講
座
を

通
じ
て
「
地
域
づ
く
り
の
課
題
解

決
法
」
を
体
得
で
き
る
「
ま
な
び
」

の
実
践
講
座
で
す
。

▼
い
つ　

11
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
６
時

▼
ど
こ
で　

桑
島
記
念
館（
長
井
市
）

▼
内
容　

「V
igoFM

」「
高
畠
中

央
商
店
街
」
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

▼
募
集
人
数　

15
人

▼
受
講
料　

５
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

地
域
づ

く
り
協
働
Ｗ
Ｓ
実
行
委
員
会
（
長

岡
法
律
事
務
所
内
・
☎
０
２
３

－

６
２
４

－

１
１
６
６
）
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▼
規
格　

作
品
は
縦
11
に
対
し
横

17
の
比
率
（
完
成
／
縦
５
・
５
㌢
、

横
８
・
５
㌢
）
で
カ
ラ
ー

▼
賞　

最
優
秀
作
品
、
優
秀
作
品

に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈

▼
応
募
期
限　

12
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　

（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９

９
３

－

０
０
８
４
長
井
市
栄
町
１

番
１
号　

山
形
鉄
道
株
式
会
社
総

務
課
（
☎
88

－

２
０
０
２
）

�
第
�
回
�
�
�
�
�
�
打
�

名
人
大
会
�

�
素
人
�
�
打
�
段
位
認
定

山
形
大
会
�

出
場
者
募
集

第
８
回
や
ま
が
た
そ
ば
打
ち
名
人

大
会

▼
い
つ　

12
月
５
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
さ
が
え
西
村
山

本
所
（
寒
河
江
市
）

▼
種
目
と
内
容　

団
体
の
部
、
一

般
の
部
、
女
性
の
部

素
人
そ
ば
打
ち
段
位
認
定
山
形
大
会

▼
い
つ　

12
月
４
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
さ
が
え
西
村
山

本
所
（
寒
河
江
市
）

▼
参
加
対
象　

手
打
ち
そ
ば
打
ち

を
愛
好
す
る
か
た
で
、
そ
ば
打
ち

を
職
業
と
し
な
い
か
た
。「
全
国
麺

類
文
化
地
域
間
交
流
推
進
協
議
会

（
全
麺
協
）」
が
定
め
る
「
素
人
そ

ば
打
ち
段
位
制
度
」
初
段
位
認
定

者
の
か
た
及
び
段
位
を
取
得
し
て

い
な
い
か
た

＊
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

さ
が
え
西
村
山

農
協
（
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
内
・
☎

０
２
３
７

－
86
－
１
８
１
１
）

平
成
17
年
�
月
新
規
高
卒
者
対
象

就
職
面
談
会
�
参
加
企
業
募
集

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
就
職
面
談

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

11
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

米
沢

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
長
井（
☎
84

－

８
６
０
９
）

�
租
税
教
室
�
開
催
受
付
中

　

租
税
教
室
は
、
次
代
を
担
う
児

童
・
生
徒
に「
租
税
」の
意
義
や
役

割
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
税
務
署
な
ど
が
中
心
と
な
っ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
租
税

教
室
に
は
、
学
校
を
訪
問
し
て
行

う
「
出
前
講
座
」や「
職
場
見
学
」

「
職
場
体
験
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

内
容
や
講
師
の
人
数
な
ど
に
つ

い
て
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

募　集

利
用
券
�
�
�
�
�
�

募
集
�
�
�

　

山
形
鉄
道
株
式
会
社
で
は
、

今
年
も
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
券

（
特
殊
回
数
乗
車
券
）
の
デ
ザ
イ

ン
を
募
集
し
ま
す
。
来
年
の
干
支

の
「
酉（
と
り
）」
を
図
案
化
し
て

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
採
用
さ
れ
た

作
品
は
、
来
年
販
売
す
る
利
用
券

の
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。

利
用
券
の
デ
ザ
イ
ン
は
来
年
で
、

す
べ
て
の
干
支
が
そ
ろ
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
最
優
秀
賞

１
作
品
、
優
秀
賞
２
作
品
を
決
定

し
ま
す
。
採

用
さ
れ
た
作

品
は
来
年
１

月
以
降
の
広

報
紙
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　

白
紙
の
用
紙
か
官
製
は
が
き
１

枚
に
作
品
１
点
を
描
き
、
住
所
、

氏
名
、
職
業（
学
年
）、
電
話
番
号

を
書
い
て
郵
送
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

現在の利用券表紙

佳
作　

日
本
一
梁や

な

場
に
鮎
の
踊
る
里　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

里
の
秋
箱
い
っ
ぱ
い
に
母
の
愛　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

里
訛な

ま

り
ま
る
出
し
に
し
て
ク
ラ
ス
会　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　

〃　

病
む
窓
に
聞
こ
え
る
里
の
祭
り
笛　
　
　
　

十　

王　

菅
間　

ま
し

　

〃　

農
政
が
過
疎
地
を
さ
ら
に
過
疎
に
す
る　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

里
の
秋
た
ら
ふ
く
喰
っ
て
孫
帰
る　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

東
京
に
帰
る
車
に
米
カ
ボ
チ
ャ　
　
　
　
　

浅　

立　

沼
澤　

太
重

　

〃　

母
の
里
で
追
っ
た
ク
ワ
ガ
タ
鬼
ヤ
ン
マ　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

遠
い
日
の
隠
れ
て
泣
い
た
里
ご
こ
ろ　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

　

〃　

何
も
彼か

も
只た

だ

な
つ
か
し
い
母
の
里　
　
　
　

長
野
県　

坂
本　

静
子

　

〃　

せ
せ
ら
ぎ
の
水
が
自
慢
の
和
紙
の
里　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

古
里
の
夢
ば
か
り
見
る
ホ
ー
ム
レ
ス　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

秀
逸　

孫
帰
り
台
風
去
っ
て
里
は
秋　
　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

　

〃　

ふ
り
返
る
古
里　

遠
い
夢
ん
中　
　
　
　

荒
砥
甲
五
十
公
野
か
を
る

　

〃　

お
し
ょ
う
し
な
・
温
い
訛
り
が
包
む
里　
　

小
山
沢　

吉
田　

ち
よ

　

〃　

盆
過
ぎ
の
里
ひ
っ
そ
り
と
元
の
過
疎　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

里
帰
り
母
の
背
中
に
見
た
苦
労　
　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

里
の
秋
歌
っ
た
遠
い
お
下
げ
髪　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

泣
き
た
く
て
生
ま
れ
た
里
に
舞
い
戻
る　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

茅
葺
き
の
里
ち
ち
の
影
は
は
の
影　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

四
季
め
ぐ
る
こ
の
里
が
好
き
人
が
好
き　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

隠
れ
里
だ
っ
た
ロ
マ
ン
を
語
り
継
ぐ　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

五
客　

ふ
る
里
の
訛
り
が
匂
う
駅
に
居
る　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

お
祭
り
を
担
ぐ
阿
呆
と
酌
め
る
幸　
　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

　

〃　

山
里
の
過
疎
極
ま
っ
て
月
が
冴
え　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

獅
子
を
舞
う
足
が
足
ら
な
い
里
祭
り　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

こ
の
里
は
翔
ん
で
跳
ね
て
も
拠
り
ど
こ
ろ　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

人
位　

大
鍋
の
ニ
ュ
ー
ス
に
里
の
秋
思
う　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

地
位　

ふ
る
里
の
四
季
に
は
い
つ
も
詩
が
あ
る　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

天
位　

ふ
る
里
の
外
は
知
ら
な
い
座
り
胼だ

こ胝　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

軸　

百
選
の
水
も
情
け
も
里
に
あ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
杯

次
回
課
題　

「
笑
」
十
一
月
末
日
ま
で　

「
手
」
十
二
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

里　
　
　
　

樋
口　

一
杯　

選
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おしらせ

蚕
桑
紬
�
�
�
屋
内
運
動
場
利

用
調
整
会
議
�
開
催
�
�
�

　

標
記
会
議
の
開
催
に
際
し
、
冬

期
（
12
月
〜
３
月
）
の
利
用
申
込

を
次
に
よ
り
受
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
冬
期
間
の
利
用
に
関
し

て
は
、
町
内
団
体
優
先
と
し
ま
す

の
で
、
調
整
会
議
の
対
象
は
町
内

団
体
を
対
象
と
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

指
定
の
様
式
に
よ

り
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

会
議
当
日
の
申
し
込
み
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。（
教
育
委
員
会
に
準
備

し
て
あ
り
ま
す
）

調
整
会
議

▼
い
つ　

11
月
19
日（
金
）夜
７
時
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

＊
利
用
申
込
団
体
に
つ
い
て
は
代

表
１
名
必
ず
出
席
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
税
務
署

（
☎
84

－

１
８
１
０
）

平
成
16
年
工
業
統
計
調
査
�
�

協
力
�
�
�
�

　

わ
が
国
の
製
造
業
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
に
、
毎
年
12
月
31
日

現
在
で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

本
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
基
礎
資

料
、
企
業
や
大
学
の
研
究
資
料
な

ど
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
調
査
員

が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
。

▼
調
査
日　

平
成
16
年
12
月
31
日

現
在

▼
調
査
対
象　

主
と
し
て
製
造
業

を
営
む
事
業
所

▼
調
査
方
法　

調
査
員
調
査
（
調

査
員
が
調
査
票
を
配
布
し
、
回
収

し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
情
報
係

（
☎
85

－

６
１
２
１
）

新
潟
県
中
越
地
震
義
援
金
�
受

�
付
�
�
�

　

日
本
赤
十
字
社
白
鷹
町
分
区
で

は
、
10
月
23
日
か
ら
発
生
し
て
い

る
新
潟
県
中
越
地
震
に
つ
い
て
、

被
害
に
あ
わ
れ
た
か
た
へ
の
義
援

金
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

こ
の
義
援
金
は
寄
付
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

▼
受
付
期
限　

12
月
28
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

注
意
�
不
審
�
義
援
金
�
募
集

�
�
�
�

　

新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援
金

に
つ
い
て
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
青
森
県
で
日
本
赤

十
字
社
の
関
係
者
と
名
乗
る
不
審

な
人
物
が
、
戸
別
訪
問
で
義
援
金

の
募
集
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社
で
は
、

戸
別
訪
問
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

で
の
義
援
金
の
募
集
は
一
切
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
不
審
な
募

金
に
は
決
し
て
応
じ
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

台
風
23
号
被
害
義
援
金
�
受
�

付
�
�
�

　

強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
北
上

し
た
台
風
23
号
の
影
響
に
よ
り
、

香
川
県
、
宮
崎
県
で
は
家
屋
や
農

作
物
に
深
刻
な
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
被
災
者
に
対

す
る
義
援
金
の
受
付
を
始
め
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
受
付
期
限　

・
香
川
県
台
風
23
号
に
よ
る
豪
雨

災
害
義
援
金　

11
月
30
日
（
火
）

・
宮
崎
県
台
風
23
号
被
害
義
援
金

　

11
月
24
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

11
月
�
日
�
�
道
路
交
通
法
�

一
部
�
変
�
�
�
�

▼
走
行
中
に
携
帯
電
話
な
ど
を
使

う
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

＊
運
転
中
は
ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
ド
に

し
ま
し
ょ
う
。

▼
飲
酒
運
転
の
ア
ル
コ
ー
ル
検
査

拒
否
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

▼
暴
走
行
為
・
騒
音
行
為
に
対
す

る
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
警
察
署

（
☎
84

－

０
１
１
０
）

�
�
�
�
詐
欺
�
注
意
�

　

最
近
は
、
警
察
官
や
弁
護
士
な

ど
第
三
者
を
装
っ
て
交
通
事
故
の

示
談
金
や
入
院
費
な
ど
を
だ
ま
し

取
る
も
の
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

　　 やまびこ

あゆ
かい
保育
園

つぶ
やき

つぶ
やき どんぐりひろいに教育の森に出

かけました。山のてっぺんが気

持ちよくて思わず

「ヤッホー !!」と子どもたち。

耳をすましても何も聞こえてき

ません。

もう一度「ヤッ・ホーッ !!」

やはり聞こえてきません。

突然、強風がゴーッと吹き付け

ました。

Ｂ男「やまびこのいびきだ！」

Ｃ子「寝てるんだ！」
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●
忘
れ
物
の
お
知
ら
せ
�
�
白
鷹
若
鮎
�
�
�
�
大
会
�
�
�
�
�
数
点
�
忘
�
物
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
心
当
�
�
�
�
�
�
問
�
合
�
�
�
�
�
�
�
忘
�
物
�
11
月
末
日
�
�
保
管
�
�
�
�
�
�
�
�
連
絡
�
�
�
物
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
処
分
�
�
�
�
�
�
了
承
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
中
央
公
民
館
保
管
�
忘
�
物
�
11
月
末
日
�
処
分
�
�
�
�

�
問
�
合
�
��

中
央
公
民
館
�
☎
85

�

�
�
�
�
�
�
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
�
�
�
�
�
振
興
係
�
☎
85

�

�
�
�
�
�

す
。

　

こ
れ
ら
は
実
際
に
県
内
で
も
起

き
て
い
る
事
件
で
す
。
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

・
自
分
か
ら
肉
親
の
名
前
を
言
わ

な
い
で
、
相
手
に
名
乗
ら
せ
ま
し

ょ
う
。

・
電
話
を
切
っ
た
後
、
必
ず
本
人

ま
た
は
家
族
や
関
係
者
と
連
絡
を

取
り
、
事
実
か
ど
う
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・
警
察
で
示
談
金
の
仲
裁
を
す
る

こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、

落
ち
着
い
て
対
応
し
、
す
ぐ
に
警

察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
警
察
署
生

活
安
全
課
（
☎
84

－

０
１
１
０
）

�
�
�
�
�
�
�
�
番
�
電
話

無
料
相
談
��
�
開
催
�
�
�

▼
い
つ　

11
月
27
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
相
談
内
容　

サ
ラ
金
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
会
社
か
ら
の
借
入
な
ど
で
お

悩
み
の
か
た
な
ど

▼
相
談
電
話
番
号

☎
０
２
３

－
６
３
５

－

８
１
５
１
、

８
１
５
２
、
８
１
５
３
、
８
１
５

４
（
４
台
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
青
年
司

法
書
士
協
議
会
事
務
局
（
☎
０
２

３
３

－

22

－

０
３
５
２
）

消
費
税
�
変
�
�
�
�

▼
個
人
事
業
者
は
平
成
17
年
分
か

ら
（
法
人
は
平
成
16
年
４
月
１
日

以
後
開
始
す
る
課
税
期
間
か
ら
）

・
事
業
者
免
税
点
の
上
限
が
３
０

０
０
万
円
か
ら
１
０
０
０
万
円
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

・
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
が

２
億
円
か
ら
５
０
０
０
万
円
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
る

個
人
事
業
者
や
法
人
は

・
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

・
消
費
税
の
申
告
及
び
納
付
が
必

要
で
す
。

・
消
費
税
法
に
基
づ
く
帳
簿
の
記

載
や
請
求
書
な
ど
の
保
存
が
必
要

で
す
。

＊
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
税
務
署

（
☎
84

－

１
８
１
０
）

山
形
県
最
低
賃
金
�

改
正
�
�
�
�

　

10
月
１
日
か
ら
山
形
県
の
最
低

賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

最
低
賃
金
額
は
、
県
内
の
す
べ
て

の
労
働
者
と
使
用
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

▼
最
低
賃
金

１
時
間　

６
０
７
円

（
現
行
６
０
６
円
）

■
問
い
合
わ
せ　

米
沢
労
働
基
準

監
督
署
（
☎
０
２
３
８

－
23

－
７

１
２
０
）

国
内
産
牛
肉
�
固
体
識
別
番
号

�
表
示
�
�
�
�

　

固
体
識
別
番
号
と
は
、
国
内
で

飼
わ
れ
て
い
る
牛
１
頭
ご
と
に
付

け
ら
れ
る
10
桁
の
番
号
で
す
。
固

体
識
別
番
号
の
代
わ
り
に
ロ
ッ
ト

番
号
で
表
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
番
号
は
、
牛
肉
の
小
売
店
、

料
理
専
門
店
な
ど
に
お
い
て
店
頭
、

パ
ッ
ク
、
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に
表
示

さ
れ
ま
す
。
表
示
さ
れ
た
番
号
に

よ
り
牛
の
生
産
履
歴
（
種
別
、
生

年
月
日
、
飼
養
地
な
ど
の
固
体
情

報
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索

し
、
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
ア
ク
セ
ス
先　

家
畜
改
良
セ
ン

タ
ー
（http://w

w
w
.nlbc.go.jp

）

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
省
東

北
農
政
局
山
形
農
政
事
務
所
（
☎

０
２
３
８

－

43

－

４
２
１
０
）

　町では、ご本人またはご家族の申請に基づき、「障害者」または「特別障害者」に準ずる者として認定書を発行

します。この認定書を年末調整や確定申告等の際に提出することにより、障害者控除などを受けることができま

すので、必要なかたは申請をお願いします。なお、認定書の交付を受けることができるかたなどについては、次

のとおりです。

○認定書の交付を受けることができるかた
　昭和15年１月１日以前に生まれたかたで、平成16年１月１日現在要介護認定を受けているかた及び同年12月31

　日までに要介護認定を受けたかたで、障害程度が一定以上のかた（要支援の認定を受けたかたは該当しません）

※認定基準等の詳細については、事前にお問い合わせください。

※これに該当するかたでも、身体障害者手帳等により控除を受けることができるかたや、この控除を受ける必要

　がない場合は、申請する必要がありません。

○認定書の交付申請受付期間
　11月15日（月）～30日（火）まで

　午前８時30分から午後５時まで（15日、22日、29日は夜７時まで）

　※申請の際には印鑑が必要です。

　※受付期間以降に認定を受けたかたについては、随時受け付けます。

○認定書の有効期間
　平成16年分の所得税・町県民税の申告にのみ使用できます。

■申請・問い合わせ窓口　健康福祉課介護支援係（☎86－0213）

健康福祉課からのお知らせ

所得税及び町県民税の「障害者控除」及び「特別障害者控除」対象者への認定書の発行について
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▼定員　各コース20人
▼テキスト代　実費（テキスト代は各コース1500円前後）
▼会場 白鷹町総合情報センター（パワーセンター白鷹隣）
■申込・問い合わせ　白鷹町総合情報センター（☎86－0151）
※おかけ間違いのないようにお願いします。
※途中で退席された場合でも受講料、テキスト代は返金できませんのでご了承ください。

11月のパソコン講習会
期　日 時　間 予定の講習会 内　　　容 受講料

11月29日（月）
午前9時～午後4時 パソコン入門

初心者のかたでも安心して参加できます。電源の入れ方
からインターネット・電子メールまで勉強します。

4,000円

11月15日（月）・17
日（水）・19日（金）

午後6時～8時 パソコン入門
初心者のかたでも安心して参加できます。電源の入れ方
からインターネット・電子メールまで勉強します。

4,000円

11月16日（火）・
18日（木）

午後1時～5時 エクセル
表計算の基本と表の作成などを中心に仕事に役立つ勉
強をしてみましょう。

5,000円

11月20日（土）
午前10時～午後5時 年賀状（筆まめ）

筆まめのソフトを使って2005年年賀状を作ってみまし
ょう。

5,000円

11月22日（月）・24
日（水）・26日（金）

22日、24日
午後6時～9時

26日午後6時～8時
エクセル

表計算の基本と表の作成などを中心に仕事に役立つ勉
強をしてみましょう。

5,000円

期　日 時　間 予定の講習会 内　　　容 受講料

12月1日（水）・3日
（金）・4日（土）

午後6時～8時 パソコン入門
初心者のかたでも安心して参加できます。電源の入れ方
からインターネット・電子メールまで勉強します。

4,000円

12月2日（木）
午前9時～午後4時 パソコン入門

初心者のかたでも安心して参加できます。電源の入れ方
からインターネット・電子メールまで勉強します。

4,000円

12月4日（土）
午前9時～午後4時 ワード入門

文書作成の基本を勉強します。回覧版の案内文もパソコ
ンで作ってみましょう。

4,000円

12月6日（月）・8日
（水）・10日（金）

午後6時～8時 ワード入門
文書作成の基本を勉強します。回覧版の案内文もパソコ
ンで作ってみましょう

4,000円

12月21日（火）
午前9時～午後4時 ワード応用

文字だけではなく、表や、イラストなどを取り入れた文
書を作ってみましょう。

5,000円

12月20日（月）・22
日（水）・24日（金）

午後6時～8時 ワード応用
文字だけではなく、表や、イラストなどを取り入れた文
書を作ってみましょう。

5,000円

12月7日（火）・9日
（木）

午後1時～5時 エクセル
表計算の基本と表の作成などを中心に仕事に役立つ勉
強をしてみましょう。

5,000円

12月13日（月）・15
日（水）・17日（金）

13日、15日
午後6時～9時

17日
午後6時～8時

エクセル
表計算の基本と表の作成などを中心に仕事に役立つ勉
強をしてみましょう。

5,000円

12月11日（土）
午前10時～午後5時 年賀状（筆まめ）

筆まめのソフトを使って2005年年賀状を作ってみまし
ょう。

5,000円

12月のパソコン講習会

　白鷹町総合情報センターでは、20台のパソコンで毎月パソコン講習

会を開いております。「家にパソコンはあるんだけど…」というかたが

たくさんおられます。あるだけではもったいない！

　11月から夜の部の講習会も始めました。初心者のかたも、年齢も関

係なく、安心してご参加いただける教室です。趣味を広げる意味でも

仕事に役立てる意味でもぜひ一度ご参加ください。

※町外のかたも受講できます。

パソコン講習会受講生大募集！
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こ
の
た
び
の
選
挙
に
お
い
て
、
10

月
26
日
を
も
っ
て
２
期
目
の
白
鷹
町

長
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
山
形
県
下
有
数
の
美
し

い
豊
か
な
自
然
を
持
ち
、
人
情
味
豊

か
な
人
び
と
の
息
づ
く
こ
の
白
鷹
町

を
さ
ら
な
る
持
続
的
な
発
展
と
町
民

の
か
た
が
た
の
幸
せ
を
築
く
た
め
、

個
性
豊
か
な
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
き
、

ま
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
月
23
日
に
新
潟
県
中
越
地
震
が

発
生
。
中
越
地
方
を
中
心
に
大
き
な

被
害
を
発
生
さ
せ
た
。
こ
の
地
方
は

今
年
７
月
の
水
害
に
お
い
て
も
大
き

な
被
害
を
受
け
て
お
り
、
二
重
の
災

害
で
も
あ
り
住
民
の
か
た
が
た
に
は

大
変
な
事
態
で
あ
り
、
一
日
も
早
い

復
興
を
心
か
ら
お
祈
り
し
た
い
。
そ

し
て
圏
域
内
の
栃
尾
市
は
本
町
と
姉

妹
都
市
を
結
ん
で
お
り
、
10
月
20
日

の
栃
尾
市
制
50
周
年
記
念
式
典
に
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
今
後

の
市
勢
発
展
を
願
っ
た
３
日
後
の
地

震
発
生
で
あ
る
。
ま
さ
に
有
事
で
あ

る
。
姉
妹
都
市
と
し
て
白
鷹
町
が
で

き
う
る
支
援
・
応
援
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

災
害
は
、
ま
さ
に
突
発
的
に
発
生

す
る
。
地
震
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

先
月
、
新
潟
で
の
地
震
発
生
の
翌
日

で
あ
る
10
月
24
日
、
本
町
に
地
震
が

発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
て
の
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
た
が
、
地
震
の

内
容
が
強
烈
で
あ
れ
ば
ま
さ
に
大
災

害
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
防
災
訓
練

を
含
め
、
今
後
さ
ら
に
そ
の
内
容
に

つ
い
て
大
い
に
検
討
し
、
町
民
と
こ

の
美
し
い
町
土
の
安
全
・
安
心
に
結

び
つ
く
行
動
と
対
策
に
つ
い
て
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
10
月
29
日
か
ら
31
日
ま
で

の
３
日
間
、
34
回
目
と
な
る
白
鷹
町

芸
術
祭
が
開
か
れ
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
優
れ
た
作
品
の
展
示
や
発
表
が
行

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
一
環

と
し
て
30
日
に
音
楽
祭
が
開
か
れ
、

小
・
中
・
高
４
校
の
発
表
が
あ
り
、

心
を
込
め
た
内
容
で
感
動
的
な
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
鷹
山
小
学
校

全
校
生
51
人
の
参
加
に
よ
る
百
人
一

首
朗
詠
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
は
じ

め
る
に
あ
た
っ
て
の
生
徒
自
身
に
よ

る
言
葉
で
あ
る
そ
の
一
言
に
た
し
か

「
日
本
語
と
そ
の
響
き
の
美
し
さ
を

お
聴
き
く
だ
さ
い
」
と
あ
っ
た
。
百

人
一
首
は
古
典
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
中
で
の
日
本
語
の
美
し
さ
と
響

き
の
美
し
さ
を
聴
い
て
ほ
し
い
。
日

本
語
と
美
し
さ
、
し
ば
ら
く
忘
れ
て

い
た
も
の
が
心
に
入
る
。
小
学
生
に

教
わ
る
感
が
わ
き
あ
が
っ
た
。
国
際

化
の
時
代
と
い
え
ど
も
、
現
実
は
残

念
な
が
ら
日
本
人
の
ほ
と
ん
ど
は
日

本
語
し
か
使
え
な
い
し
、
使
わ
な
い
。

言
葉
は
意
思
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な

い
。
言
葉
で
人
生
も
社
会
も
変
え
る
。

ほ
と
ん
ど
日
本
語
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
と
す
れ
ば
、
日
本
語
を
、
そ
し
て

地
方
に
お
い
て
は
人
の
感
情
を
最
も

伝
え
る
地
方
の
方
言
を
本
当
に
大
事

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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●9月1日 ▼10月31日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢

中　山　佐　藤　た　つ　89

高　岡　齋　藤　トミ子　74

十　王　西　村　正　一　80

荒砥甲　鈴　木　みつゑ　83

大　瀬　後　藤　義　男　83

畔　藤　川　井　惣次郎　85

深　山　樋　口　廣　次　71

深　山　加　藤　八　郎　92

広　野　金　子　博太郎　77

菖　蒲　小　関　清　 　89

滝　野　安　達　原　一　84

佐野原　土　谷　春　雄　80

箕和田　土　屋　さ　よ　66

No.908
2004-11

-12

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。

 

42

�
十
月
下
旬
�
思
�
�
�
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

山　口 横澤 　淳 和
の

　愛
あ

恵　美

荒砥乙 大宮 　剛 ひかる里恵子

荒砥乙 鑪 真　弥 友
ゆう

　花
か

典　子

荒砥乙 鈴木 邦　広 大
や ま と

和博　子

畔　藤 須貝 　武 沙
さ

　蘭
ら

真　紀

鮎　貝 川野 道　明 智
とも

　也
や

あゆみ

広　野 黒澤 良　幸 千
ち

　星
せ

英　里

荒砥乙 五十嵐 弘　樹 陽
はる

　香
か

　忍

山　口 髙木 典　幸 広
ひろ

　幸
ゆき

劉暁梅

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（舩　山　一　浩　　浅　立
長　岡　智香子　　飯豊町

（鈴　木　洋　平　　長井市
渋　谷　美　貴　　畔　藤

（齋　藤　　基　　　畔　藤
高　梨　真　恵　　山形市

（後　藤　　匡　　　横田尻
飯　澤　百合子　　畔　藤


